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１．コペンハーゲン・フィンガープランを取り巻く今日の状況 
コペンハーゲン都市圏のフィンガープランは，(1)“掌”部分への行政・経済・文化施設の集約，

(2) それぞれの“指”方向への公共交通（デンマーク国鉄近郊鉄道）の整備と沿線住宅地開発，(3) 指
と指の間の部分への開発不許可地域の設置，という基本的考え方を保持しつつ，都市圏人口や自動

車交通の増加，経済情勢の変化等に対応して，時代毎に特徴の見られる地域整備の指針と実践事業

を提示してきた．その初案は，非政府案として 1947年に提案され，以後の 60 年間で計 7 回の改訂
が行われてきた．2007年初頭の地方自治構造改革終了後に，“全体戦略計画（Finger Plan 2007）＋関連
34自治体の個別詳細計画（Kommune Plan 2009）”という二段階構成で，最新のフィンガープランがま
とめられている．デンマークは，地方自治構造改革に伴い計画法全体の大幅なリフォームが行われ

たが，空間計画もこれに連動して全面的な再構成が行われたばかりである． 
近年，フィンガープランは，対象地域を“手首”の方向，すなわち，カストラップ国際空港を有す

るアマー島へと拡大し，地下鉄延伸に伴って商業地域の開発が進みつつあるオレスタッド地区やイ

ンナー・ハーバーの開発もプランの検討対象に含まれるようになった．また，コペンハーゲン都市

圏とオレスン海峡を挟んで近い位置にあるスウェーデン・スコーネ地方は，地域経済の統合が今後

急速に進展するという将来ビジョンが描かれている．さらに，デンマーク王国のインフラ委員会が

2008年に提案した国土交通インフラ（道路・鉄道）に関する主要課題や整備展開のビジョン“Danmarks 
Transportinfrastruktur 2030”においても，フィンガープランは重要な位置を占めている． 
このように，近年のフィンガープランを取り巻く環境は多様であり，計画づくり・地域づくりに

対する多くの示唆があると考えられる．ここでは，過去 60年間のフィンガープランにおいて都市の
発展段階毎に行われてきた具体的な施策の内容とその社会経済的な影響について整理すると共に，

今後の国際的な地域経済統合の動きが新たなプラン策定に対しどのような影響を与えうるのかにつ

いて，調査や分析を行いたい． 
 

２．ストックホルム道路混雑課金恒久実施までの計画・施策調整プロセス 
ストックホルム市の道路混雑課金は，2006 年のトライアル社会実験と住民投票を経て，スウェー

デン議会で承認され，2007年 8月より恒久実施へと移行した．ストックホルムでの導入成功は，2005
年のエジンバラでの失敗事例との対比で議論されることが多く，とりわけ“Trial + Referendum”とい
う方式が，政治側並びに市民側の受容を促した最大の理由であると言われている． 
しかし，トライアルとは言え，フルスケールでの混雑課金を実施することは，政策当局側にとっ

てはリスキーな行為とも言える．ここでは，(1) 市当局がどのような方針（戦略）を用いて施政の正
当化（Legitimacy）を行おうとしたのか？ (2) そのプロセスやキーとなるアスペクトは何か？ (3) ト
ライアルを踏まえて住民投票の役割はどのように調整されたのか？ (4) その過程において計画技術
がどのような役割を果たしたのか？ についての調査や分析を行いたい． 
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